
環境インフラ海外展開プラットフォーム（JPRSI）
令和3年度 年次総会

令和2年度活動報告

2021年8月4日（水）



JPRSIの目的

JPRSIとは？

環境インフラの海外展開に取り組む我が国民間企業等を総合的に後押しするため、
2020年9月に環境省が設立した官民連携プラットフォーム

JPRSIの活動
① 情報アクセス支援

• 公式ウェブサイト開設
• 国・都市別情報、支援情報
• メールマガジン配信、セミナー開催

② JPRSI会員情報の発信
• 環境技術リストの公開
• 海外への情報発信

③ 個別案件形成・受注獲得支援
• ジャパン・ウィークの開催
• 案件情報・相談 2

JPRSIの役割（概念図）



JPRSIの設立

設立式 （令和2年9月8日（火））

第１部（14:00-15:00）
ご挨拶 小泉 進次郎 環境大臣

来賓ご挨拶 林 文子 横浜市長
福田 紀彦 川崎市長

ＪＰＲＳＩ紹介 近藤 智洋 地球環境審議官

パネルディスカッション
小泉 進次郎 環境大臣
髙村 ゆかり 東京大学教授
橋本 徹 横浜市国際局理事
福田 一美 JFEエンジニアリング（株）
戸倉 史朗 裕幸計装（株）
内田 克美 ミネベアミツミ（株）
加藤 晶弘 三菱UFJ銀行

第２部（15:10-16:20） 名刺交換会 3



JPRSIの体制

設置・運営：
環境省 国際協力・環境インフラ戦略室

事務局：
• （一社）海外環境協力センター（OECC）
• （公財）地球環境戦略研究機関（IGES）
• （公財）地球環境センター(GEC)

関係省庁：６省
• 内閣官房
• 総務省
• 外務省
• 財務省
• 経済産業省
• 国土交通省

関係機関：５機関
• 国際協力銀行（JBIC）
• 国際協力機構（JICA）
• 日本貿易保険（NEXI）
• 海外交通・都市開発事業支援機構（JOIN）
• 日本貿易振興機構（JETRO）
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会員企業・団体
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【会員企業／団体構成】432社／団体（令和3年8月3日 時点）



会員の環境インフラ海外展開の具体案件形成に向けて、
以下の取組を実施

6

1. 情報アクセス支援
• ウェブサイト掲載情報の充実化（国・都市別情報、支援情報）

• メールマガジンの配信

• 会員向けセミナーの開催

2. 会員情報の発信
• 環境技術リストの公表

• 海外への情報発信

3. 個別案件形成・受注獲得支援
• ジャパン・ウィークの開催

• 案件情報の提供、相談対応

令和２年度活動報告



⚫ 一般公開ページ
✓ 国・都市別情報
✓ 技術リスト、技術の海外展開事例
✓ セミナー等活動結果
✓ 支援情報
✓ 会員一覧

⚫ 会員専用ページ
✓ 関連イベント、ニュースの情報
✓ セミナー等活動結果の詳細情報

（講演資料、録画映像等）
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公式ウェブサイトの開設

１．情報アクセス支援

環境インフラの海外展開にとっ
て有益な情報を一元的に集約



国・都市別情報（12か国＋８都市）
◆ モンゴル
◆ インドネシア

• ジャカルタ
• スラバヤ
• バンドン

◆ カンボジア
• シエムリアップ

◆ タイ
• バンコク

◆ パラオ

◆ フィリピン
• ケソン

◆ ベトナム
• ダナン

◆ マレーシア
• イスカンダル

◆ ミャンマー
◆ ラオス
◆ バングラディシュ
◆ モルディブ

【掲載情報（例）】
✓ 基礎情報

• 政治体制・財政状況
• 都市開発計画
• 日本との関係（姉妹都市、投資等）

✓ 環境・エネルギー関連情報
• 政策、関連法制度
• 現状、日本企業の実績等 8

１．情報アクセス支援



支援情報

⚫ 民間企業向け支援
• 案件形成、受注獲得、事業実施時の支援制度

⚫ 自治体向け支援
• 準備、案件形成、事業実施時の支援制度

⚫ 国際機関による支援
• アジア開発銀行（ADB）
• 欧州復興開発銀行（EBRD）
• 気候技術センター・ネットワーク（CTCN）
• 世界銀行グループ
• 緑の気候基金（GCF）
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１．情報アクセス支援

✓ 環境インフラの海外展開に有益な
民間・自治体向け支援情報を整理

✓ ウェブサイトにて情報提供



【配信内容（例）】
• 国内外の環境インフラ公募ニュース

（例）コ・イノベーションによる脱炭素技術創出・普及事業
ADB：インドネシア地熱発電プロジェクト

• 環境省等の環境インフラ関連ニュース
（例）脱炭素インフライニシアティブの策定（環境省）

地域脱炭素ロードマップの公表（内閣官房）

• 技術募集ニュース
（例）インドでの事業への関心と実績のアンケートについ

て（JPRSI事務局）

• セミナー／展示会参加者募集
（例）JPRSI会員向けセミナー参加者募集（JPRSI事務局）

Asia Sustainable Energy Week＠タイ 出展者募集

メールマガジンの配信（隔週）

✓ 会員限定で、環境インフラの海外展開に
有益な情報をタイムリーに配信

✓ 全34件配信（令和3年7月20日時点）
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１．情報アクセス支援
（例）【JPRSI定期便 2021.04.17】



第2回セミナーの様子

第１回（令和2年11月）
「環境インフラに関するマーケット／ポテンシャルと
JCMから学ぶトレンド分析と展望」

第２回（令和2年12月）
「日・インドネシア・環境ウィーク特集」

第３回（令和3年1月）
「都市間連携を通じた環境インフラ海外展開の推進」

第４回（令和3年2月）
「公的ファイナンスの活用ポテンシャル」

第５回（令和3年3月）
「プライベートファイナンスからのプラットフォーム
及び案件形成への期待」 11

公式ウェブサイト
（会員専用ページ）
にて資料・動画を公開

１．情報アクセス支援

会員向けセミナーの開催
✓ 第一線で活躍する専門家によるセミナー
✓ ニーズの高い内容を、オンラインでタイ
ムリーに提供

✓ 令和2年度は５回開催



✓ 会員企業から募集した環境技術
情報を整理

✓ 環境技術を５カテゴリーに分類
し、日本語・英語にて公開

✓ 現在、65社 計110技術を収載

【環境技術のカテゴリー】
1. 温暖化対策
2. ごみリサイクル
3. 水・土壌
4. 大気
5. その他

（国立環境研究所のウェブサイト「環境展望台」の環境
技術解説におけるカテゴリーに基づく。）
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２．会員情報の発信

環境技術リストの公開



海外への情報発信
✓公式ウェブサイト（一部）の英語版の公開
✓環境技術リスト英語版を公式ウェブサイトにおいて公開
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２．会員情報の発信

公式ウェブサイト（英語版） 技術リスト（英語版）



ジャパン・ウィークの開催
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✓ インドネシアへの環境インフラの推進
を目的とした「日本・インドネシア環
境ウィーク」を開催

✓ 日本側は会員のみが参加・出展可能

３．個別案件形成・受注獲得支援

【オンライン・セミナー】
（2021年1月14日・15日）

1. 脱炭素社会の構築に向けた協力
2. 環境分野における先端的技術の紹介
3. 環境ソリューション導入・技術促進のための

ファイナンス
4. コロナ禍からの復興（サスティナブル・リカ

バリー）
5. 廃棄物管理・海洋プラスチックごみ対策のた

めの官民連携
6. 水銀に関する水俣条約の実施にかかる技術協

力と今後の取組
7. チタルム川水質改善事業に関するこれまでの

協力と今後の方向性

【バーチャル出展・ビジネスマッチ】
（2021年1月12日～29日）

セミナー参加者：1068名
（インドネシア側：704名、日本側：364名）

バーチャル出展・ビジネスマッチ参加：46社
（インドネシア側：6社、日本側：40社）

※具体的商談に繋がったケースが2 件、今後商談
に至る見込みのあるケースが3 件であった。

特設ウェブサイト



案件情報の提供、相談対応
✓ 現地政府、国際機関や在外大使館等からの案件情報・相談へ対応
✓ メルマガ等を通じて会員へ情報提供、関心ある企業をマッチング

＜個別案件（例）＞
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３．個別案件形成・受注獲得支援

対象国 案件内容

モンゴル 健康サービスへのアクセス性改善プロジェクト（モンゴル国/ADB, JFJCM）についてのコンサル
ティングサービス公募予定および導入予定の環境技術についての募集

インド インド商工省（下部組織 INVEST INDIA）による同国環境管理事業ニーズへの日本の技術のマッ
チング

ベトナム ベトナム（タインホア省トースアン県）における廃棄物処理事業への日本の技術のマッチング

ガーナ ガーナを含む西アフリカ地域におけるGCF農業プロジェクト（同地域の農家において、気候変動
に強い、サステナブルな農業の管理システムを提供）への関心調査アンケート実施

ガーナ 西アフリカ地域におけるGCFプラスチック廃棄物処理プロジェクト（海岸漂着プラスチック廃棄
物を収集・加工し防災（地滑り対策等）への活用）への関心調査アンケート実施

インドネシア 西ジャワのPatuhaにおける地熱発電プロジェクト（インドネシア/ADB）について、国際競争入
札の紹介



１．モンゴル：アジア開発銀行（ADB）
健康サービスへのアクセス性改善プロジェクト（モンゴル国/ADB, JFJCM）についての
コンサルティングサービス公募予定および導入予定の環境技術についての募集
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• アジア開発銀行（ADB）が進める「健康サービスへのアクセス性改善プロジェクト」において、複数のコンサルティングサービスを募集
• JCM日本基金（JFJCM）を活用して、モンゴル国ウランバートル市のKhan-uul 地区病院や診療所等に高効率暖房・換気・空調システ

ム、高断熱窓及び屋根敷太陽光発電、地中熱ヒートポンプ等を導入するもの

JPRSIにて、コンサルティングサービスへの参
加又はプロジェクトの対象となる技術の提供
に関心のある企業・団体を会員から募集

会員企業３社から関心
表明があり、その３社を
ADB側に紹介

2020年10月

３．個別案件形成・受注獲得支援



２．インド：インド商工省、在インド日本大使館
インド商工省（下部組織 INVEST INDIA）による同国環境管理事業ニーズへの日本の
技術のマッチング
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• インド商工省（具体的には商工省下部組織INVEST INDIA）において、“WASTE TO WEALTH”のテーマの下、廃棄物、大気汚染、
水質汚染対策等に資する事業を計画

• これにあたり、在インド日本国大使館より、インド政府から問い合わせがあった際に紹介できる日本の技術・企業情報を、手持ちリストとして
持っておきたいとの希望があった。

JPRSIにて、会員企業・団体に対して紹介
可能な技術に関するアンケート調査を実施

• 会員企業49社から71
の技術について回答

• Invest Indiaが関心
を持った7社が面談中

2021年1月

３．個別案件形成・受注獲得支援



３．ベトナム：ベトナム商工会議所、在ベトナム日本大使館

ベトナム（タインホア省トースアン県）における廃棄物処理事業への日本の技術のマッチング
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• ベトナム・タインホア省が策定した廃棄物処理に関する決定に基づき、同省トースアン県（Xuan Phu Communeとその周辺
Commune）において現地企業が廃棄物処理事業を計画

• ベトナム商工会議所（VCCI）を通じて、同分野における日本企業と協力可能性について照会

JPRSIにて、会員企業・団体に対して紹介
可能な技術に関するアンケート調査を実施

タインホア省トースアン県

2021年３月

• 会員企業18社から関心
表明

• ベトナム商工会議所に
関心調査結果（18社
の情報）を共有

３．個別案件形成・受注獲得支援



４．ガーナ（西アフリカ地域）：緑の気候基金（GCF）
ガーナを含む西アフリカ地域における農業プロジェクト（同地域の農家において、気候変動に
強い、サステナブルな農業の管理システムを提供）への関心調査アンケート実施
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• 人口の7割以上が雨水に頼った農業を行っている西アフリカ地域では、気候変動の影響を受けやすく、また、保管・流通体制も確立されてお
らず体系的な農業（稲作）が実践されていないため、国民の主食である米は海外からの輸入に頼っている。

• そのため、気候変動に強く、サステナブルな農業管理システムが求められている。

JPRSIにて、会員企業・団体に対して紹介
可能な技術に関するアンケート調査を実施

2021年３月

• 会員企業８社から関心
表明

• GCF側と１社が面談中

３．個別案件形成・受注獲得支援



５．ガーナ（西アフリカ地域）：緑の気候基金（GCF）
西アフリカ地域におけるプラスチック廃棄物処理プロジェクト（海岸漂着プラスチック廃棄物を
収集・加工し防災（地滑り対策等）への活用）への関心調査アンケート実施
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• 西アフリカ地域ではプラスチック廃棄物が海岸域に多く漂着し、大きな問題となっている。これまでそのようなプラスチックを原材料とし、建材等
に活用する取組が進められてきており、その取組をさらに拡大していくニーズがある。

• 建材として、特に防災対策（地滑り対策等）への活用を希望している。

JPRSIにて、会員企業・団体に対して紹介
可能な技術に関するアンケート調査を実施

2021年３月

• 会員企業６社から関心
表明

• GCF側と１社が面談中

３．個別案件形成・受注獲得支援


